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における所見 

最高エネルギー宇宙線の起源は、宇宙物理学における最

大の謎の一つである。現行のテレスコープアレイ実験は北

半球を観測できる世界最大規模の実験であり、これにより

到来方向の異方性の証拠が得られている。異方性が確かな

ものとなれば、宇宙線起源の手がかりとなることが期待さ

れるため、本研究で計画される観測面積の拡張により観測

能力を強化することには十分な意義が認められる。 

以上により、特別推進研究として採択することが適当で

あると判断した。 

 


